
二
条

天

皇

内

裏

歌

壇

と

顕

広

;
…
-
俊

成

研

究

ノ

ー

ト

②

i
ー

-

松

野

陽

一

二
条
天
皇
は
、
即
位
し
て
間
も
な
く
の
頃
か
ら
、
歌
会
を
頻
繁
に
開
い
た
ら
し

い
。
後
掲
す
る
資
料
か
ら
推
察
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
、
近
臣
ら
の
小
規
模
な
会
が

多
く
、
経
宗

・
惟
方

・
師
仲

(
こ
の
三
人
は
、後
白
河
院
方
と
天
皇
方
の
対
立
で
、

永
暦
元
年
三
月
に
院

に
よ

っ
て
追
放
さ
れ
、
各
地
に
配
流
さ
れ
て
い
る
)
・
重
家

・

雅
重

・
有
房

・
長
方

・
通
能

・
範
兼

・
讃
岐

二
二
河
内
侍
と
い

っ
た
と
こ
ろ
が
常

連
で
、
時
折

こ
れ
に
顕
広

・
頼
政

・
宗
家
と
い

っ
た
人
々
が
加
わ

っ
た
よ
う
だ
。

応
保
二
年
三
月
の
貝
合
は
例
外
だ
が
、
永
暦
元
年
七
月
の
内
裏
百
首
、
応
保
二
年

の
艶
書
合
等
の
注
目
す
べ
き
催
も
、
規
模
は
そ
れ
程
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
記

録
は
殆
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ほ
ぼ
詠
作
年
時
順
の
構
成
に
な

っ
て
い
る
重

家
集
に
よ

っ
て
輪
郭
は
把
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
会
と
そ
の
歌

題
を
年
時
順
に
摘
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
他
資
料
に
よ

っ
て
同

一

歌
会

の
作
と
推
定
さ
れ
る
も
の
を
注
記
し
た
。

〔
二
条
天
皇
内
裏
歌
会
〕
i

重
家
集
に
拠
る
1

保
元
四

(平
治
元
)

三
月

ω

内
裏
御
会

花
有
喜
色

経
宗

(月
詣

・
千
載
)
・
範
兼

(新
古
今
)

・
顕
広

(長
秋
詠
草

・
玉
葉
)

②

内
裏
御
会

禁
庭
柳
垂

顕
広

(長
秋
詠
藻

・
玉
葉
)

・
頼
政

(頼

政
集
)

㈲

内
裏
御
会

近
対
藤
花

争
待
時
鳥

猥
称
会
恋

惟
方

(粟
田
口

別
当
入
道
集
)

ω

方
違
行
幸
御
会

旅
宿
郭
公

夜
深
会
恋

(頼
政
。
頼
政
集
)

㈲

彼
講
以
後
当
座
御
会
片
時

月
前
卯
花

不
慮
絶
恋

(頼
政
。
頼

政
集
)

⑥

内
裏
当
座
御
会
卒
爾

牡
丹
色
々

隔

二
夜
恋

①

方
違
行
幸
御
会
当
座

時
鳥

瞿
麦

恋

⑧

内
裏
御
会

羇
中
五
月
雨

逐
夜
増
恋

(頼
政
。
頼
政
集
)

㈲

内
裏
御
会

江
辺
草
深

夜
々
鵜
河

契
明
夕
恋

(頼
政
。
頼
政

集
)

(
マ

マ
)

⑩

彼
講
以
後
当
座
御
会
卒
爾

如
指
燭
哥

遠
山
昭
射

伝
人
怨
恋

ω

内
裏
御
会

竹
風
夜
凉

謬
尋
他
所
恋

(頼
政
。
頼
政
集
)

⑫

次
如
例
卒
爾
歌
会

潤
五
月
雨

⑱

内
裏
御
会

覇
中
見
恋
五
首
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⑭

彼
講
以
後
例
の
卒
爾
歌
会

樹
陰
納
凉

寄
苔
恋

⑮

内
裏
御
会

草
花
猶
稀

寄
浦
恋

⑯

次
、
例

の
卒
爾
歌
会

契
明
月
恋

αの

萩
戸
御
遊

卒
爾
歌
会

禁
中
萩

虫
声
驚
夢

始
得
返
事
恋

(次
折
句
歌
く
つ
)
わ
む

し
を
句
の
か
み
に
お
き
て
、
こ
ひ
の
こ
こ
ろ
を

⑱

内
裏
御
会

月

雁

恋

⑲

内
裏
御
会

九
月
尽

⑳

次
、
例
の
卒
爾
歌
会

菊
留
秋
冬

忿
々
不
忘
恋

永
暦
元
年鋤

内
裏
当
座
御
会

水
音
似
雨

憑
明
後
日
恋

國

又
卒
爾
歌
会

螢
火
知
夜

媒
心
変
恋

圏

内
裏
御
会
当
座

泉
辺
待
客

不
寝
恋

図

内
裏
当
座
御
会

虫
声
先
秋

被
默
老
恋

飼

次
、
又
例
の
卒
爾
歌
会

池
水
似
鏡

互
怨
恋

囲

次
、
又
卒
爾
歌
会

兼
思
七
夕

不
通
夜
恋

図

内
裏
当
座
御
会

樹
陰
如
秋

曉
推
留
恋

御
製

(今
撰
)

圏

内
裏
当
座
御
会

七
タ
後
朝

寄
織
女
恋

七
月

㈲

内
裏
百
首

花

時
鳥

月

雪

祝

初
恋

忍
恋

初
逢
恋

後
朝
恋

会
不
会
恋

(各
十
首
)

御
製

(今
撰

・
続
詞
花

・
千
載

・

続
後
拾
遺

・
万
代
)
通
能

(今
撰

・
続
詞
花

・
千
載
)
雅
重

(続
詞
花

・
万
代
)
範
兼

(千
載

・
万
代

・
続
後
拾
)
定
隆

(綱
)
?

(万
代
)

岡

内
裏
御
会

風
動
野
花

夜
雨
聞
虫

湖
上
磽
月

鹿
声
何
方

紅

葉
出
墻

有
房

(有
房
集
)

・
顕
広

(長
秋
詠
草
)

剛

彼
講
以
後
例
卒
爾
歌
会

旅
宿
聞
鹿

忍

一
会
恋

応
保
二

國

内
裏
御
会

梅
花
遠
薫

人
違
会
恋

長
方

(玉
葉

・
按
納
言
集
)

圖

同
御
会

関
路
霞

依
和
哥
増
恋

実
国

(実
国
集
)

(
マ
マ
)

図

内
裏
御
会
当
座

行
路
款
冬

虚
忘
恋

圃

講
以
後
又
御
会

落
花
埋
石

見
朝
帰
恋

岡

内
裏
御
会

落
花
入
簾

圃

次
、
例

の
卒
爾

藤
花
留
客

馴
不
会
恋

三
月
十
四
日

岡

高
倉
内
裏
会

(中
宮
貝
合
後
宴
歌
合
)

遙
尋
残
花

思
出
旧
女
恋

実
国

(万
代
)

顕
広

(長
秋
詠
藻

・
新
千
載
)

・
有
房

(有
房
集
)

・
西
行
代
作

(山
家
集
)

鯛

次
例
の
当
座

躑
躅
夾
路

恥
人
目
恋

有
房

(有
房
集
)

・
讃
岐

(二
条
院
讃
岐
集
)

㈹

内
裏
艶
書
合

範
兼

(新
古
)

・
御
製

・
清
輔

・
通
能

圓

内
裏
当
座
御
会

旅
宿
春
暮

不
知
在
所
恋

※
ω
㈲
㈲
⑪
の

(頼
政
)
は
、
頼
政
集
に
二
条
天
皇
内
裏
御
会
た
る

こ
と
を
示
さ
ず
、
題
だ
け
が
共
通
す
る
歌
で
あ
る
。
平
治
元
年
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
出
詠

(代
作
の
可
能
性
も
あ
る
)
と
認
め

て
仮
に
付
注
し
た
。

の但
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重
家
は
、
応
保
二
年
五
月
八
日
、
造
言
に
よ

っ
て
解
官
さ
れ
た
為
、
こ
れ
以
降

の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
治
元

年

(
一
一
五
九
)
か
ら
応
保
二
年

(
一
一
六

二
)
五
月
ま
で
の
約
三
年
強
程

の
問

に
、
四
十

一
回
を
数
え
る
程
多
く
の
歌
会
が

開
か
れ
て
い
る
点
は
天
皇
の
愛
好

の
程
が
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
ほ
か
、
永
暦
元
年

(
一
一
六
〇
)

三
月
に
追
放
さ
れ
た
惟
方
の
粟
田
口
別
当
入

道
集
に
は

夜
思
款
冬

夏
夜
待
月

タ
聞
蝉

行
風
夜
凉

汐
見
草
花

な
ど
の
題
が
み
ら
れ
、
重
家
集
に
み
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
こ
の
晩
春
～
仲
秋

の
歌
は
、
重
家

の
参
加
し
な
か

っ
た
平
治
元
年
中

の
歌
会

の
作
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

こ
の
ほ
か
、
次
に
あ
げ
る
資
料

は
、
右
に
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
規
模
は

小
さ
訳
て
も
、
活
発
な
活
動
を
見
せ
た
歌
壇
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
を
整

理
を
し
て
示
す
と
次

の
如
く
な
る
。

春
ー
山
花
始
開

(御
製

・
続
詞
花
)
、

柳

(師
仲
、
玄
玉
)
、

春
残
二
日

(御

製
、
月
詣

・
千
載
)

(頼
政
、
頼
政
集
)

夏
ー
河
辺
草
深

(頼
政
代
作
歌
、
頼
政
集
)
、

芦
葉
有
風
(長
方
、按
納
言
集
)
、

月
明
似
秋

(実
国
、
実
国
集
)

秋
-
七
夕

(三
河
内
侍
ハ
玄
玉
)
、

草
花
始
開

(長
方
、
按
納
言
集
)

恋
…
恋

(宗
家
、
新
勅
)
、
・恋

(実
国
、
実
国
集

・
万
代
集
)、
問
聞
増
恋

(顕

、
広
、
俊
成
家
集

」
玉
葉
、
頼
政
代
作
歌
、
頼
政
集
)
、
山
路
見
恋

(長
方
、

按
納
言
集
)
、
曉
か

へ
り
な
ん
と
す
る
恋

(讃
岐
、
新
古
今
)
、
絶
恋

(範

兼
、
万
代
)

雑
-
祝

(頼
政
代
作
歌
、
頼
政
集
)

禁
中
祝

(頬
政
代
作
歌
、
頼
政
集
)

こ
い
た
じ
き
〈
折
句
歌
〉

(雅
重
、
千
載
。
あ
る
い
は
⑰
の
歌
か
)

※
書
陵
部
に

『
中
御
門
大
納
言
殿
集
』
な
る
外
題
を
記
す
本

の
孤
本

(四
十

一
首
収
載
)
が
あ
り
、
詞
書
に

「
二
条
の
院
の
十
首

ほ
と
＼
き
す
」

「
同

御
会
月
」

「同
祝
」

「同
初
恋
」
な
ど
と
あ

っ
て
、
十
首
ず

つ
の
被
講
を
し

た
内
裏
百
首
の
作
ら
し
く
も
あ
り
、
と
す
る
と
中
御
門
内
大
臣
宗
能
男

の
宗

家
の
家
集
ら
し
く
も
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
の
で
、
右
に
は
含

め
な

か

っ

・
た
。
井
上
宗
雄
氏

・
松
野
陽

一

「書
陵
部
蔵

『
中
御
門
大
納
言
殿
集
』

〈
解

説
と
翻
刻
>
」

(平
安
朝
文
学
研
究

6
。
昭
和
36

・
1
)
参
照
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
結
題
の
傾
向
が
崇
徳
院
歌
壇

な
ど
よ
り

一
層
強
ま
り
、
更
に
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
特
に
恋

題
に
は

「猥
称
会
恋
」

「隔
二
夜
恋
」

「契
明
夕
恋
」

「
謬
尋
他
所
恋
」

「憑
明

後
日
恋
」

「媒
心
変
恋
」

「被
默
老
恋
」

「依
和
哥
増
恋
」

「
不
知
在
所
恋
」
と

い
っ
た
、
ひ
た
す
ら
難
条
件
を
設
定
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
小
人
数
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
、

こ
の
傾
向
に
拍
車
を

か
け
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
歌
そ
の
も
の
の
質

の
高
さ
に
つ
な

が

っ
て
ゆ
か
な
か

っ
た
の
は
、
凡
庸
な
歌
人
ば
か
り
で
あ

っ
た
こ
と
に
最
大

の
原

因
が
あ
る
も
の
の
、
彼
等
が
歌
を
生
活
そ
の
も
の
の
情
趣
化

の
手
段
と
考
え
る
と

い
う
段
階
で
留
ま

っ
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

千
載
集
春
下
に
載
る
次
の
歌

や
よ
ひ
の
つ
ご
も
り
の
頃
、
白
河
殿
に
御
か
た
丶
か

へ
の
行
幸
あ
り
け
る

夜
、

「
春
残

二
日
」
と
い
へ
る
心
を
う

へ
の
を
の
こ
ど
も

つ
か
う
ま

つ
り

け
る
つ
い
で
に
ょ
ま
せ
給
う
け
る

(49)
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二
条
院
御
製

わ
れ
も
ま
た
春
ど
と
も
に
や
帰
ら
ま
し
あ
す
は
か
り
を
は
こ
丶
に
暮
し
て

な
ど
に
み
ら
れ
る
、
時
宣
に
適
応
し
た
生
活
実
感
を
な
る
べ
く
情
趣
的
に
表
現
し

享
受
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
伝
統
的
な
貴
族
的
美
意
識
に
拠

っ
た
も
の
で
、
そ
れ
が

た
ま
た
ま
、
結
題
流
行
の
思
潮
に
棹

さ
し
て
曲
折
微
妙
の
風
情
を
指
向
し
よ
う
と

す
る
傾
向
に
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、

一
見
創
作
詩
的

傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
本
質
的
に
は
、
風
情
主
義
的
生
活
実

情
歌
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
多

い
の
で
あ
る
。
本
格
的
な
歌
題
設
定
に
よ
る
歌
会
が

少
く
、
季
節
的
な
も
の
に
中
心
が
あ
る
例
が
多

い
こ
と
に
よ

っ
て
も
、
こ
の
歌
壇

の
大
凡
の
性
格
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
右
の
資
料
の
う
ち
か
ら
、

顕
広
の
出
詠
し
た
歌
会
、
及
び
注
目
す
べ
き

歌
会
を
も
う
少
し
検
討
し
て
お
こ
う
。

ω

保
元
四
年
三
月
内
裏
歌
会

題

花
有
喜
色

作
者

経
宗

・
範
兼

・
顕
広

・
重
家

本
文

経
宗

1

千
代

ふ
べ
き
は
し
め
の
春
と
知
り
か
ほ
に
け
し
き
こ
と
な
る
初
桜
か
な

(千

、載

・
月
詣
)

範
兼

2

君
が
代
に
あ

へ
る
は
誰
も
嬉
し
き
を
花
は
色
に
も
出
て
に
け
る
哉
(新
古
今
)

顕
広

3

九
重
に
に
ほ
ひ
を
そ
ふ
る
さ
く
ら
花
い
く
千
代
春
に
あ
は
む
と
す
ら
ん

(長

秋
詠
藻
、
玉
葉
)

重
家

4

は
る
か
ぜ
も
の
ど
け
き
み
よ
の
う
れ
し
さ
は
は
な
の
た
も
と
も
せ
ば
く
み
え

け
り

(重
家
集
)

資
料

〔
千
載
集
詞
書
〕
1

二
条
院

の
御
時
、
大
内
に
お
は
し
ま
し
て
初
め
て
花
有
喜
色
と
い
へ
る
心
を

よ
ま
せ
給
ひ
け
る
に
よ
み
侍
け
る

〔
重
家
集
詞
書
〕
4

内
裏

に
て
は
じ
め
て
御
会
あ
り
し
に
、
花
有
喜
色
と
い
ふ
題
を

〔
月
詣
集
詞
書
〕
1

保
元
四
年
二
月
内
裏

の
御
会
に
花
に
よ
ろ
こ
び

の
色
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を

〔
私
注
〕
千
載

・
重
家
集
詞
書

に

「初
め
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、

二
条
天
皇
内
裏

初
度
御
会
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
に
賀
題
で
あ
り
、
作
者
も
経
宗

・
重
家
ら
の
天
皇

親
近
者
ば
か
り
で
な
く
、
顕
広

・
範
兼
ら
歌
歴

の
あ
る
歌
人
が
選
ば
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
に
も
出
詠
者
は
多
か

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ω

同
年
春
内
裏
歌
会

題

禁
庭
柳
垂

作
者

顕
広

ぴ
重
家

・
頼
政

顕
広

1

春
く
れ
ば
玉

の
み
ぎ
り
を
は
ら
ひ
け
り
柳

の
い
と
や
と
も
の
み
や
つ
こ

(、50)、
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重
家

2

に
は
の
お
も
は
ひ
ま
な
く
は
ら

ふ
あ
を
や
ぎ
に
ま
か
せ
て
を
み
よ
と
も
の
み

や

つ
こ

(重
家
集
)

頼
政

3

紫
も
あ
け
も
?
ら
な
る
庭
の
面

に
又
み
ど
り
な
る
玉
柳
か
な

(頼
政
集
)

資
料

〔
長
秋
詠
藻
詞
書
〕
1

お
な
じ
春
、
内
裏
御
会
、
禁
庭
柳
垂
と
い
ぶ
こ
丶
ろ
を

〔
重
家
集
詞
書
〕
2

又
、
内
に
て
、
・禁
庭
柳
垂
と
い
ぶ
題
を

〔
私
注
〕
.ω
の
初
度
御
会
に
続
い
て
、
同
じ
三
月
に
催

さ
れ
た
御
会
で
あ
る

(『和

歌
文
学
大
辞
典
』
年
表
に
、
ω
②
を
同
時
の
会
の
如
く
認
し
で
い
る
の
は
訂
す
べ

ぎ
で
あ
ろ
ヶ
)。

顕
広
と
重
家
の
歌

は
類
似
し
た
趣
向
で
あ
る
が
、
重

家
の
方
が

「ひ
ま
な
く
ば
ら
ふ
」
に
よ

っ
て
、

「と
も
の
み
や
つ
こ
」
を
柳
に
結
び
つ
け
た

着
想
に
徹
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
知
巧
的
な
作
意
を
も

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
顕
広

の
方
は
、
上
句
に
賀
意
琶
こ
め
、

「
禁
庭
」
を
ゆ
.っ
た
り
ど
大
き
く
優
雅
な
姿
に

と
ら
え
て
、
質
は
か
な
り
異

っ
て
い
を
。
顕
広
の
歌
は
、
長
秋
詠
藻
で
ば
、
桜
の

歌
群
中
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
歌
群
と
し
て
鑑
賞
す
る
場
合
に
ば
垂
柳
が
払

っ

て
い
る
.『
玉
の
疎
ぎ
り
L

の
上
に
は
落
花
の
散
喚
敷
い
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
び

上

っ
て
く
巻
が
、

」
首
と
し
て
の
作
意
と
し
て
も
そ
の
艶
な
る
効
果
は
計
算
に
入

②
で
い
た
か
も
し
れ
な
匪
。
頼
政

の
は
と
り
ど
り
の
着
衣
ど
柳
の
色
彩
の
取
り
合

せ
に
趣
向
の
中
心
を
置
い
た
知
巧
的

な
歌
で
あ
り
、
や
や
地
下
官
人
的
な
感
覚
の

作
品
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
か
よ
う
な
賀
会

の
作
に
も
個
性
の
差
が
多
少
は
見

ら
れ
る
点
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
。

な
お
、
.㈲
ω
に
こ
の
年
の
夏
と
考
え
ら
れ
る
方
違
行
幸
歌
会
が
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
前
に
引
い
た
白
河
殿

へ
の
三
月
末
の
例
も
同
様
、
し
ば
し
ば
方
違
行
幸
の

際
に
歌
会
が
開
か
れ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
年
表
の
平
治
元

年
の
条
に
.

二
月
十
九
日
の
方
違
行
幸
歌
会
を
あ
げ
、
山
槐
記
、
古
今
著
聞
集
、

重
家
集
を
典
拠
に
あ
げ
て
い
る
の
は
、

い
さ
さ
か
記
述
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
山
槐
記
は
二
月
十
九
日
の
押
小
路
殿

へ
の
方
違
行
幸
を
記
す
が

歌
会
の
記
載
は
な
く
、
著
聞
集
は
二
月
二
十
五
日
と
記
し
、
重
家
集
は
前
記
の
如

く
夏
の
二
度
の
際
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
会
が
何
度
か
あ
り
、
そ
の

一
つ
が

伝
承
さ
れ
て
著
聞
集
に
入

っ
た
と
い
う
認
識
に
立
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

圏

内
裏
百
首

重
家
集
詞
書
に

「永
暦
二
年
七
月
二
日
賜
題
、
四
日
被
始
講
、
隔
日
十
首
被
講

之
。
十
九

ヶ
日
終
篇
。
此
百
首
皆
以
別
様
、
然
而
事
為
厳
重
、
併
可
入
何
歟
、
仍

別
不
合
点
、
又
為
下
品
者
全
分
可
被
除
歟
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ

て
、
花

・
時
鳥

・
月

・
雪

・
祝

・
初
恋

・
忍
恋

・
初
逢
恋

・
後
朝
恋

・
会
不
会
恋

の
十
題
が
、
同
年
七
月
二
日
に
出
さ
れ
、
二
日
後
の
四
日
か
ら

一
日
置
き
に
十
首

(
一
題
ず

つ
で
あ
ろ
う
)
ず

つ
披
講
さ
れ
、
十
九

ヶ
日
と
い
う
か
ら
、
七
月
二
十

二
日
に
講
了
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
題
は
単
純
な
が
ら
、
恋
題
が
半
数
を
占
め
、

重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
十
首
が
単
位
に
な

っ
た
百
首
と
い
う
点
は

崇
徳
院
の
句
題
百
首
や
小
野
宮
侍
従

(師
光
)
百
首

(風
情
集

・
林
葉
集

・
清
輔

集

・
師
光
集
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
百
首
か
ら
の
撰
歌
合
が
永
暦
元
年
七
月

(51)
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の
清
輔
家
歌
合
で
あ
る
か
ら
、
二
条

天
皇
百
首
は
こ
の
影
響
を
受
け
た
企
画
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
)
、

後
年
の
治
承
二
年
兼
実
家
百
首
に
共
通
し
て
い
る
。
披
講
の

条
件
を
考
慮
し
た
企
画
で
あ
ろ
う
。

「
此
百
首
皆
以
別
様
」
以
下
の
文
意
は
難
解

で
あ
る
が

「
別
様
」
は
歌
人
毎
も
し
く
は
歌
題
毎
に
別
様
に
記
す
の
意
な
の
で
あ

ろ
う
か
9

「
然
而
」
以
下
は
、
作
品

の
完
成
度
と
質
の
高
さ
、
並
び
に
形
式
を
厳

重
に
整
え
る
為
に
、
歌
稿
の
形
な
ど

で
各
題
毎
に
何
首
か
余
計
に
書
い
て
お
き
、

そ
れ
に
合
点
を
付
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

「
下
品
」
の
歌
は
全
部
除

去
し
、
自
ら
秀
作
と
認
め
る
も
の
の
み
を
記
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
内
容
で
あ
ろ

う
。
と
す
る
と
、

「別
様
」
は
全
体

と
し
て
統

一
し
た
書
様
は
無
く
、
各
人
毎
に

自
由
に
別
様
に
記
す
と
い
う
こ
と
を

い
っ
て
い
る
と
解
せ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

出
詠
者
は
、
前
掲
諸
種
資
料
に
よ
る
と
、
二
条
天
皇

・
重
家

・
通
能

・
雅
重

・

範
兼

.
定
隆
ら
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
天
皇
と
そ
の
親
近
者
で
あ
り
、
有
力
歌

人
は
招
か
れ
て
い
な
い
。
久
安
百
首

の
如
き
周
到
な
準
備
を
整
え
た
、
晴
儀
性
の

強
い
百
首
な
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
平
常
の
御
会
の
調
子
に
近
い
ペ
ー
ス
を
保

ち
、
前
記
詞
書
注
記
の
如
き
、
心
持
ち
あ
ら
た
ま

っ
た
形
に
整
え
た
百
首
で
あ

っ

た
。
他
に
も
出
詠
者
の
あ

っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
顕
広
は
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

圃

永
暦

二
年
秋
東
三
条
内
裏
五
首
歌
会

本
文
拾
遺

風
動
野
花

重
家

1

か
ね
て
よ
り
わ
が
し
め
し
の
丶
お
み
な

へ
し
ね
た
く
も
風
に
う
ち
な
び
き
ぬ

る

(重
家
集
)

顕
広

2

き
み
か
よ
は
遠
里
小
野
の
秋
は
き
も
散
ら
さ
ぬ
ほ
ど
の
風
ぞ
吹
き
け
る

(長

秋
詠
藻
)

夜
雨
聞
虫

重
家

3

た
め
め
け
む
人
は
あ
め
に
も
さ
は
ら
し
を
な
と
ま
つ
む
し
の
こ
丶
ら
な
く
ら

ん

(重
家
集
)

有
房

(
マ

マ
)

4

つ
ゆ
け
し
と
お
も
ひ
か
ほ
な
り
む
し
の
ね
も
こ
よ
ひ
は
身
に
あ
ま
そ
丶
き
し

て

(有
房
集
)

湖
上
曉
月

重
家

5

ま
の
丶
う
ら
を
こ
ぎ
い
で
丶
み
れ
ば
さ
丶
な
み
や
ひ
ら
の
た
か
ね
に
月
か
た

ふ
き
ぬ

(重
家
集

・
今
撰
集

・
治
承
三
十
六
人
歌
合
)

有
房

6

あ
り
あ
け
の
月
の
ひ
か
り
に
ふ
な
て
せ
ん
し
も
ふ
き
は
ら

へ
ま
の
丶
は
ま
か

せ

(有
房
集
)

鹿
声
何
方

重
家

7

さ
を
し
か
の
あ
ら
し
に
た
ぐ
ふ
ご
ゑ
す
な
り
い
つ
れ
の
山
の
た
か
ね
な
る
ら

ん

(重
家
集
)

顕
広

8

吹
き
迷
ふ
嵐
に
た
ぐ
ふ
鹿
の
音
は
ひ
と
か
た
な
ら
ず
袖
ぬ
ら
し
け
り

(長
秋

詠
藻
)

有
房

　25く
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9

お
ぼ
つ
か
な
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
ゆ
ふ
き
り
に
い
つ
れ
の
み
ね
そ
を
し
か
な
く

な
り

(有
房
集
)

10

し
か
の
ね
は
ま
た
も
き
こ
え
て
や
み
ぬ
め
り
の
は
ら
し
の
は
ら
い
つ
く
な
る

ら
ん

(有
房
集
)

紅
葉
出
墻

重
家

11

わ
が
物
と
い
は
ぬ
ば
か
り
ぞ
あ

し
が
き
の
ま
ち
か
き
や
ど
の
は
じ
の
た
ち
え

は

(重
家
集
)

顕
広
、

12

や
ま
ひ
め
や
岩
垣
隠
れ
た
は
る
ら
ん
も
み
ち
が
さ
ね
の
袖
の
み
え

つ
る

(長

秋
詠
藻
)

資
料〔

長
秋
詠
藻
詞
書
〕
2

二
条
院
の
御
時
、
東
三
条
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
應
製
五
首

の
う
ち

〔
私
注
〕
重
家
集
で
は
、
國
内
裏
百
首

(七
月

二
十
二
日
最
終
披
講
)
に
次
い
で

配
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
会
の
披
講
後

の
卒
爾

の
歌
会
の
題
に

「旅
宿
聞
鹿
」
が
あ

る
か
ら
、
恐
ら
く
、
永
暦
二
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
初
旬
に
か
け
て
の
張
行
で
あ

ろ
う
。
こ
の
内
裏
歌
壇
の
歌
会
は
、
前
記
の
如
く
、
通
常
は
三
題
以
下
で
あ

っ
て

こ
の
歌
会
は
唯

一
の
例
外
の
五
題
、
し
か
も
恋
題
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
百
首
会

を
終
え
て
や
や
格
の
高
さ
を
求
め
る
心
が
働
い
た
企
画
の
故
で
か
、
顕
広
が
招
か

れ
て
い
る
。
顕
広
の

「風
動
野
花
し

に
は
治
世
讃
美
の
賀
意
が
こ
め
ら
れ
て
お
り

重
家
、
有
房
ら
の
他
の
作
と
異

っ
た
性
質
の
歌
に
な

っ
て
い
る
。
常
連
で
は
な
く

た
ま
さ
か
の
出
詠
の
故
に
現
わ
れ
た
現
象
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

圃

応
保
二
年
三
月
十
三
日
中
宮
育
子
貝
合

資
料
的
に
は
、

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
巻
七
に
整
理
さ
れ
て
い
る

(長
秋
詠
藻

・
万
代
集

・
有
房
集
所
収
歌
は
佚
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
)

の
で
、
略
記
す
る
に

と
ど
め
る
が
、
会

の
大
要
は
、
山
槐
記
と
袋
草
紙
所
収

の
記
事
に
よ

っ
て
知
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
就
中
、
顕
広
に
関
す
る
こ
と
は
、
袋
草
紙
に
よ

っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
催
は
、
十

一
世
紀
以
来

の
久
々
の
晴
儀
歌
合
と
し
て
の
行
事
様

式
を
具
備
し
て
、
応
保
二
年
三
月
十
三
日
、
高
倉
殿
御
所

に
お
い
て

行

な

わ

れ

た
。
萩
谷
氏
は
、
右
大
臣
藤
原
実
能
女
で
関
白
忠
通
の
養
女
の
育
子
の
、
中
宮
立

后

(同
年
二
月
十
六
日
)

の
慶
び
に
よ

っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。
二
条
天
皇
以
下
、
卿
相
侍
臣
挙

っ
て
経
営
に
あ
た
り
、
会
に
先
ん
じ
て
の

神
社
奉
幣
、
報
賽

の
儀
、
当
日
の
誦
経
、
風
流
洲
浜
の
仕
立
て
、
方
人
装
束

の
取

り
決
め
に
い
た
る
ま
で
、
当
歌
壇
と
し
て
は
全
く
例
外
的
な
、
大
が
か
り
な
企
画

で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
実
質
的
な
主
催
者
は
、

二
条
天
皇
自
身
で
あ

っ
た
と
い
え

る
の
で
あ
る
。
後
宴
と

レ
て
の
歌
合
は
、
翌
十
四
日
に
行
な
わ
れ
た
が
、
題
は
、

先
ん
じ
て
七
日
に
出
さ
れ
て
い
た
。
貝
合
の
方
人
と
し
て
は
、
左
方
が
実
長

・
親

隆

・
重
家

・
通
能

・
為
親

・
忠
親
、
右
方
が
右
大
将
兼
実
以
下
、
歌
合
の
出
詠
者

は
重
家

・
実
国

・
顕
広

・
有
房
が
、
ま
た
、
袋
草
紙
に
よ

っ
て
範
兼

・
雅
重

・
清

輔
が
、
そ
し
て
続
い
て
行
な
わ
れ
た
当
座
歌
合
で
は
、
有
房
と
讃
岐
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
貝
合
の
洲
浜
の
貝
に
そ
え
ら
れ
た
歌
の
代
作
に
西
行
が
出
詠
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
育
子
が
実
能
女
で
あ
り
、
徳
大
寺
家
出
身
の
中
宮
で
あ
る

縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

(窪
田
章

一
郎
博
士

『
西
行
の
研
究
』
参
照
)
。

萩
谷
氏
は
、
出
観
集
の

(53)
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同
じ
御
時

(二
条
)
内
裏
に
て
貝
合
あ
る
べ
し
と
聞
え
け
る
に
、
あ
る
人

の
歌
を
申
し
け
れ
ば

百
敷

の
玉
の
う
て
な
の
簾
貝
芦
屋
が
浦
に
波
や
か
け
け
む

雲
の
上
に
散
り
ぞ
ま
が

へ
る
春
風
の
吹
上
の
浜
の
梅
の
花
貝

ま
た
、
林
葉
集
の

后

の
宮
の
御
方
に
歌
合
あ
ら
む
と
て
、
九
条
太
政
大
臣
よ
ま
せ
侍
り
し
か

ば
、
立
春
の
心
を

炉
つ
し
か
と
朝
日
の
影
の
し
る
き
か
な
の
ど
け
か
る
べ
き
千
代
の
初
春

の
二
資
料
に
つ
い
て
も
、
前
者
は
西
行
歌
と
同
様
な
洲
浜
に
そ
え
ら
れ
た
歌
、
後

者
は

『
立
春
の
心
』
と
い
う
の
は
、
俊
恵
の
詠
作
に
際
し
て
の
歌
意
を
の
べ
た
に

す
ぎ
ず
、
や
は
り
本
貝
合
の
中
の
祝
賀
の
歌
と
仮
定
さ
れ

て

い

る

が
、
前
者
は

「百
敷
の
玉
の
う
て
な
」

「雲
の
上
に
」
の
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
性
法
親

王
が

「あ
る
人
」
の
歌
を
讃
め
た
歌
、
後
者
も
、
恐
ら
く
同
年
中
の
別
の
機
会
に

后
宮
の
御
方
で
催
さ
れ
た
歌
会
の
歌
と
考
え
て
お
き
た
い
。

袋
草
紙
に
よ
る
と
、
十
四
日
の
歌
合
は

「月
卿
両
三
雲
客
数
十
」
と
い
う
出
席

者
で
、
衆
議
判
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
範
兼

・
顕
広

・
清
輔
ら
専
門
歌
人
の
発
言
に

よ

っ
て
大
勢
が
決

っ
て
い

っ
た
ら
し
い
。
後
掲
の
有
房
の
歌
の
「
こ
の
も
か
の
も
」

の
表
現
を
め
ぐ

っ
て
、
範
兼

・
顕
広

の
説
を
清
輔
が
論
破
し
た
の
は
著
名
な
事
実

で
あ
る
。
袋
草
紙
に
は
い
さ
さ
か
手
前
ぼ
め
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
歌
合
に
際

し
て
清
輔
が
殿
上
を
許
さ
れ
だ
こ
と
は
事
実
で
あ
り

(清
輔
集

・
重
家
集

.
袋
草

紙
)、

既
に
平
治
元
年
に
古
今
集
や
袋
草
紙
初
稿
本
を
天
皇
に
進
献
し
た

(顕
昭

古
今
集
注
奥
書
、
袋
草
紙
奥
書
)
わ
け
で
あ
る
が
、

一
層
天
皇
の
親
任
を
得
て
、

第
七
代
勅
撰
集
を
目
指
し
て
の

『
続
詞
花
集
』

の
編
纂

(崩
御
後
に
完
成
。
私
撰

集
に
と
ど
ま
る
。
谷
山
博
士

『
千
載
集
と
諸
私
撰
集
』
人
文
研
究
2

.
12
。
昭
和

26

・
12
、
拙
稿

「続
詞
花
集
雑
考
」
平
安
文
学
研
究
36
。
昭
和
41

.
6
参
照
)
に

こ
の
後
進
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
四
日
の
歌
合
及
び
当
座
歌
合
の
本
文
を
集
成
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

○
後
宴
歌
合

遙
尋
残
花

有
房

1

ち
り
ぬ
ら
ん
と
お
も
ふ
く

そ
た
つ
ね
こ
し
う
れ
し
か
り
け
る
を
そ
さ
く
ら

か
な

(有
房
集
)

実
国

2

山
ふ
か
み
猶
た
つ
ね
ゆ
け
お
の
つ
か
ら
青
葉
ま
し
り
に
花
や
の
こ
る
と

(万

代
)

思
出
旧
女
恋

顕
広

3

む
か
し
見
し
野
中

の
水
に
た
つ
ね
き
て
更
に
袖
を
も
ぬ
ら
し
つ
る
哉

(長
秋

詠
藻
、
俊
成
家
集
、
新
千
載
)

資
料〔

長
秋
詠
藻
纈
詞
書
〕
3

二
条
院
御
時
、
思
出
旧
女
恋
と
い
う
事
を
、
た
か
く
ら
の
内
裏
の
御
会

圏

応
保
二
年
三
月
十
四
日
当
座
歌
合

題

躑
躅
夾
路

恥
人
目
恋

(出
題
範
兼
)

作
者

有
房

二
条
院
讃
岐

躑
躅
夾
路

有
房

　推5く
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1

い
は
つ
丶
じ
こ
の
も
か
の
も
に
さ
く
こ
ろ
は
す
き
そ
や
ら
れ
ぬ
み
ね
の
ほ
そ

み
ち

(有
房
集
》

讃
岐

2

い
つ
方
も
散
ち
さ
で
ゆ
か
む
岩

つ
つ
じ
左
も
右
も
ま
く
り
手
に
し
て

(
二
条

院
讃
岐
集
)

資
料〔

袋
草
紙
〕
刷

(前
略
∀
躑
躅
歌
、
此
の
も
彼

の
も
と
詠
歌
出
来
。
範
兼
難
云
、
此
の
も
彼

の
も
.は
筑
波
山

之
外
不
可
詠
。
彼
山
八
方
有
三
面
面
一、
方
方
有
景
之
故
也
。

何
平
地
之
路
可
然
哉
。
顕
広
云
、
然
也
℃
近
歌
合
に
も
如
此
難
歟
。
予
云
、

基
俊
判
歟
。
顕
広
此
時
承
伏
て
然
也
と
云
。
範
兼
傍
若
無
人
成
て
、然
ば
為
レ

負
之
由
称
。
乎
レ
時
予
云
、
雖
レ
然
事
之
外
僻
事
也
。

干
レ
茲
重
家
云
、
基
俊

が
書
置
事
、
末
生
難
レ
称
二僻
事

一歟
。
予
云
、
基
俊
説
を
末
生
以
二今
案
一難
、

尤
可
レ
然
、
基
俊
よ
り
先
達
若
有
詳
申
事
一如
何
。
人
人
、尤
有
ン
興
。
有
二証
歌
一

者
可
レ
出
、
被
責
。
暫
停
滞
、

頻
有
二其
責
幻
予
申
云
、
躬
恒
が
仮
名
序
に
は

「漢
河
烏
鵲
の
よ
り
羽
の
橋
を
港
し
て
此
の
も
彼
の
も
に
行
き
か
ふ
」
と
書

き
た
る
様
に
覚
悟
す
。

如
何
。

干
レ
時
、
主
上
よ
り
奉
レ
始
満
座
鼓
動
及
二簾

中
幻
範
兼
少
有
二興
違
之
気
↓
仍
定
レ
勝
。
範
兼

・
顕
広
同
心
之
時
、
如
レ虎
。

聞
二証
文
廡復
如
レ
鼠
也
。

後

日
世
間
に
鼓
動
し
て
感
嘆
無
レ
極
云
々
。

但
、

万
葉
に
は
郵
面
彼
面
と
書
顕
。
然
者
普
通
之
事
也
。
知
り
た
る
不
三
筒
名
一、

不
レ
知
が
不
覚
也

(後
略
)。

な
お
、

「
こ
の
も
か
の
も
し
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
顕
広
は
こ
れ
に
先
ん
じ
て

康
治
年
間

の
待
賢
門
院
結
縁
の
法
華
経
二
十
八
品
歌
中
に
、

薬
草
喩
品

無
有
彼
此

愛
憎
之
心

春
雨
は
此
面
彼
面
の
草
も
木
も
わ
か
ず
み
ど
り
に
染
む
る
な

ー0
け
り

と
詠
ん
で
い
る
,
筑
披
山
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る

(谷
山
博

士

「
藤
原
俊
成
年
譜
し
参
照
)
,

囮

応
保
二
年
春

内
裏
艶
書
合

恐
ら
く
、
堀
河
院
艶
書
合
に
倣

っ
た
企
画
で
あ
ろ
う
が
、
堀
河
内
裏
の
も
の
が

日
数
を
か
げ
、
行
事
様
式
も
整
え
、
実
際
に
殿
上
人
と
女
房

の
や
り
と
り
の
形
を

と

っ
た
の
に
対
し
、

こ
ち
ら
は
天
皇
近
臣

の
男
性
の
み
の
当
座
の
催
で
あ

っ
た
。

重
家
集

に
は
、

内
艶
書
御
会
事
之
為
躰
、

一
人
進
本
歌
獻
磯
倣
各
代
女
返
歌
、

一
巡
ま
い
ら
せ
お

・
は
る
。
次
進
恨
歌
を
歔
瓢
獣
又
各
代
夫
進
返
歌
。
当
座
卒
爾
也
。
於
人
々
返
歌
等
者

忘
却
了
。
各
本
歌
并
自
歌
許
書
之
。

と
あ
り
、
大
要

の
内
容
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
出
席
者
の

一
人
が
ま

ず
、
男
が
女
に
懸
想
す
る
歌
を
詠
み
馬
他
の
歌
人
が
女
に
な

っ
て
そ
れ

へ
の
返
歌

を
詠
む
と
い
う
形
で
、
出
詠
者
全
員
が
同
様
に
詠
み
合

っ
て

一
巡
し
、
次
い
で
、

女
が
男
を
恨
む
歌
と
そ
れ

へ
の
男

の
返
歌
を
、
前
と
同
じ
要
領
で
詠
む
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
重
家
集
に
よ
る
と
、
出
詠
者
は
、
重
家
自
身
、
大
学
頭

(範
兼
)
、

三
位
大
進

(清
輔
)
、

二
条
天
皇
、
源
少
将

(通
能
)
の
五
入
だ

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
前
の
貝
合
後
宴
歌
合
が
三
月
十
四
日
だ

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
次
の
綱
当
座
歌

合
が
暮
題
の
歌
題
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
三
月
後
半
の
張
行
だ

っ
た

の

で
あ

ろ

う
。
こ
の
僅
か
な
人
数
の
親
密
な
風
流
の
会
に
早
速
清
輔
が
登
用
さ
れ
て
い
る
の

(55)
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に
、
顕
広
が
出
て
い
な
い
点
に
注
目
し
た
い
。
彼
に
は
天
皇
の
愛
顧
は
、
崇
徳
院

の
場
合
の
よ
う
に
は
及
ば
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
年
代
不
詳
内
裏
歌
合

題

問
聞
増
恋

作
者

顕
広

頼
政
代
作

本
文
拾
遺二

条
院
の
御
時
内
裏
の
御
会
に
と
ひ
き
丶
て
ま
さ
る
こ
ひ
と
い
ふ
ご
丶
ろ

を
よ
ま
せ
た
ま
う
と
き

(顕
広
)

1

い
も
が
う

へ
は
し
ば
の
い
ほ
り
の
雨
な
れ
や
こ
ま
か
に
き
く
に
そ
こ
の
ぬ
る

ら
む

(俊
成
家
集

・
王
葉
)

二
条
院
の
く
ら
ゐ
の
御
時
、
問
聞
増
恋
と
い
ふ
ご
丶
ろ
を
人
に
か
は
り
て

2

う
き
人
の
上
を
は
え
こ
そ
問
果

ね
又
問
た
び
に
ね
の
み
な
か
れ
て
(頼
政
集
)

〔
私
注
〕
例
に
よ

っ
て
、
本
来
は
季
題
と
合
せ
た
恋
題
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
頼
政
は
、
二
条
天
皇
内
裏
歌
壇
の
歌
会
に
、
四
首
代

作
を
残
し
て
い
る
が
、

一
族
の
讃
岐
や
三
河
内
侍
は
名
手
な
の
で
、
こ
の
場
合
は

他
の
女
房
な
ど
で
も
あ
ろ
う
か
。
代

作
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
場
合
な
の
で
、
こ

の
御
会
は
、
や
や
あ
ら
た
ま

っ
た
会

で
あ

っ
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
顕
広
の
歌

は
、
長
秋
詠
藻
の
方
に
は
入
ら
ず
、
俊
成
家
集
編
纂
に
際
し
て
追
加
さ
れ
た
歌
で

あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

○
永
暦
二
年
四
月
二
十
八
日
御
書
所
作
文
会

山
槐
記
当
日
の
条
に
次
の
如
く
あ

る
。

今
夜
御
書
所
作
文
云
々
、
仮
以
殿
上
北
庇

大
炊
御
内
殿
儀
、
主
殿
司
宿
井
侍
臣
宿
所
為
二

其
所
↓
懸
二御
簾
↓
主
上
密
々
御
覧
云
々
、

題
広
、

鶴
作
勝
遊
友
鞴
、

有
連
句

云
々
、
参
仕
雲
客
左
京
権
大
夫
顕
広
朝
臣
、
若
狭
守
重
家
朝
臣
、
大
蔵
卿
長
成

朝
臣
、
権
中
弁
成
頼
朝
臣
、
左
少
弁
俊
経
、
蔵
人
皇
后
宮
権
大
進
長
方
、
儒
者

式
部
大
輔

水
範
朝
臣
、
大
学
頭
範
兼
配
趾
御
、
美
濃
守
有
光
朝
臣
、
前
大
内
記
範

明
朝
臣
、
大
内
記
信
重
瀞
、
式
部
権
少
輔
成
光
、
式
部
大
夫
敦
周
云
々
。

〔
私
注
〕
歌
会
で
は
な
い
が
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
作
文
会
な
の
で
、
若
干

異

っ
た
顔
振
れ
も
み
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
、
歌
会
の
常
連
が
こ
こ
に
も
出
席
し
て
い

る
。
天
皇
の
臨
席
と
い
い
、
連
句
を
行
な

っ
て
い
る
点
と
い
い
、
ほ
ぼ
同
趣
の
会

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
顕
広
の
出
席
も
注
目
し
て
よ
い
。

以
上
、
顕
広
の
出
詠
し
た
歌
会
を
中
心
と
し
主
な
歌
会
に
も
若
干
触
れ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
二
条
天
皇
内
裏
歌
壇
は
、
概
括
す
る
と
、
天
皇
を
中
心
と
し
て
近
臣

の
小
数

の
常
連
に
よ

っ
て
、
か
な
り
趣
味
的
な
傾
向
を
持

っ
た
形
で
活
動
を
も

っ

て
い
た
歌
壇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
、
顕
広

は
、
中
宮
貝
合
や
初
度
御
会
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
晴
儀
性
の
強
い
会
に
の

み
出
詠
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
常
連
と
い
う
よ
り
、

歌
暦
の
古

い
歌
人
と
し

て
、
歌
会
の
格
式
を
整
え
る
時
に
招
か
れ
る
と
い
う
遇
さ
れ
方
を
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
崇
徳
院
歌
壇
に
お
け
る
顕
広
の
位
置
は
、

こ
の
歌
壇
で

は

(応
保
二
年
春
以
後
で
あ
る
が
)
清
輔
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
中
宮
貝
合
後
宴
歌
合
に
つ
い
て
の
袋
草
紙
の
記
事
か
ら
推
察
す
る

ど
こ
ろ
、
天
皇
か
ら
、

一
応
の
敬
意
を
も

っ
た
遇
さ
れ
方
は
し
て
い
た
が
、
親
近

感
は
も
た
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
歌
壇
歌
会

(56)



へ
の
顕
広
の
出
詠
歌
は
残
さ

れ

て

い

る
限
り
で
は
、
質
の
高
い
歌
が
揃

っ
て
い

て
、
長
秋
詠
藻
で
も
、
五
首

(俊
成
家
集
を
含
め
れ
ば
六
首
)
を
入
れ
て
お
り
、

鳥
羽
院
歌
壇
二
首
、
崇
徳
院
歌
壇
十

一
首

(天
皇
期
三
首
、
上
皇
期
八
首
)
、

後

白
河
院
供
花
会
六
首
と
比
し
て
、
決
し
て
遜
色
な
い
だ
け
の
作
を
採

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
当
代
の
公
的
な
場
で
の
活
動
が
、
他
の
時
代
に
さ
ほ
ど
劣

っ
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(文
芸
科
教
授
)

二条天皇内裏歌壇と顕広
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